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【背景】 
PDI(Portable Data for Imaging)とは，広義には，医療情報標準化の活動である
IHE(Integrating the Healthcare Enterprise)で規定された可搬型医用画像の統合プ
ロファイルの名称である．このプロファイルは，CD や DVD 等の可搬型記憶媒体を介し
て，画像及び診断報告書を確実に交換し，表示又は印刷できるようにすること目的に，
画像関連情報を交換するアクタ及びトランザクションを規定している．日本では 2008
年に医療情報標準化推進協議会(HELICS)が，「医療情報標準化指針」の中で標準規格
として採択し，医療機関で普及が進んできた． 
 普及とともに，PDI を利用した画像の流通は増加の一方である．医療機関が患者を
紹介する際に，診療情報提供書と併せて，PDI を利用して画像を提供するのが一般的
になった．データ保存の規定違反等の運用における諸問題は，関連諸団体による啓発
活動で解決に向かっている．一方で，PDI の画像流通データ量の増加による，記憶媒
体の取り扱いや提供画像の保存に関する負担増は，根本的な解決がなされていない．
本研究は，問題解決の方策の根拠を示すために，PDI による画像流通の実態を調査・
分析することが目的である． 
【方法】 
横浜市立大学附属病院を対象とした調査研究を行った．当院では，外来患者が PDI
媒体を持参した場合，受付で PDI 媒体を預かり，診察までの間に，放射線部内の端末
で PACS へ画像を登録する運用を行っている．受付で預かることができなかった PDI
媒体は，診察室でも預かり，医師が必要に応じて PACS への登録オーダを発行して登
録を行っている． 
PACS が導入された 2005 年から 2012 年まで，外部から持ち込まれ PACS へ登録され
た検査件数と画像数を，PACS データベースより抽出し検査種別に集計を行った． 
2012 年 5 月の 1 ヶ月に，PDI を受付で預かり PACS へ画像登録した患者の，紹介元
病院を集計した．これらの患者を外来受診状態から 3通りに分類をした．1.精査や治
療を目的として紹介され，その後病院で精査と治療が継続した患者，2.紹介受診をし
たが，その後 3ヶ月以上の継続した診療が行われなかった患者，3.当院に以前より通
院していた患者で，他の医療機関で行った検査が登録された，である． 
 
 
 PDI の登録と保存に関わる病院負担は，登録に関わる実務担当者の人件費，登録に
必要な端末設備の維持費用，PACS のデータ保存に関わる費用，登録された画像を画像
診断医が読影する費用から算出した． 
【結果】 
2005 年に PACS が稼働してから登録される画像数は，院内発生の画像も含め，増加
の一途である．PDI 媒体から登録される画像も徐々に増加しているが，2010 年から患
者が持参したすべての PDI を登録するようになってからは，その数は飛躍的に増加し
た．PDI 媒体から PACS へ登録される画像数は，PACS 全体の 22.8%を占めており，その
主な検査種は CT が 42%，MRI が 35%であった． 
2012年5月に受付でPDI媒体を預かりPACSへ登録された患者の,紹介元別集計結果
は，最多で 1ヶ月 31 名が１病院，それ以外は月に 15 名以下で，全部で 184 病院と非
常に多くの病院から PDI 媒体が流入していた．地理的分布では，近隣の病院ほど多く
の患者が紹介されているが，その範囲は横浜市内にとどまらず，神奈川県内に広く分
布していた． 
2012 年 5 月の 1 ヶ月間に，他施設からの PDI 媒体から画像を PACS へ登録した 589
名の患者の，登録前後の受診状況から 3つに分類した結果は以下の通りである．継続
して精査や治療を行った患者は 297 名，精査や治療があまり行われずに通院しなくな
った患者が 105 名，以前より通院していた患者が 187 名であった．およそ 18%の患者
は画像を登録したにもかかわらず，その後の継続受診はしていなかった． 
2012 年の１年間に登録された画像検査件数は 15,209 件，画像数は 2,714,705 枚で
あった．この登録に関わる病院負担は，実務担当者の人件費，登録に必要な専用端末
費用，PACS に保存するデータ保存費用，画像診断医が読影する人件費を見積もると，
年間およそ 98,300USD と算出された． 
【考察】 
PDI の普及は，患者に多くの恩恵を与えたことに疑いはない．規格違反等の障害が
関係団体の努力により克服され，運用が円滑になればなるほど，さらに PDI の数も増
えてきた．既に大学病院では，PACS に保存される画像の 2割以上が病院外から流入し
てくる画像が占めるが，これらの画像の大部分は，診療のために不可欠なものである
と考える． 
PDI の取り扱いに関わる経済的支出は，病院にとって避けられないものであり，そ
れが高価であるか安価であるかは，PDI による効果を評価することが困難であるため，
議論が分かれる．多くの大学病院や中核病院は，広域に分布する多施設と連携してい
るため，PDI 媒体による運用をネットワークシステムに置き換えるためには，多くの
病院が容易に参加ができるシステムが必要である．結果から見積もると，15 施設とシ
ステム構築しても，カバーできる患者率は 38.6%，34 施設でも 56.4%で，費用対効果
が乏しいと考える． 
本研究で得られた画像流通の実態と，算出試算されたPDI媒体に関わる負担費用は，
新たなシステム構築の範囲と費用の判断基準に重要な位置を占めるであろう． 
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